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要旨：本稿は東日本大震災二年目、災害社会学（生活再建・コミュニティ再興）を専らとする筆者の取り組み
の軌跡・覚書（）である。前稿（）では、津波被災地復興に関する筆者のフィールドワーク（宮城県石巻
市小渕浜）の端緒を示し、その前提・背景にあった津波被災地復興の古典（山口弥一郎『津浪と村』）再読の
経緯を示しながら、筆者自身が参画して組み上げてきた各種調査研究体制を紹介しつつ、年内計１１回の現地調
査を概観・記録した。本稿（）では、その後（２０１１年１１月以降）の現地調査の継続過程を記していく。そこ
では震災二年目の各種調査研究（実践）体制の展開について、（本務校）専修大学系連携事業（含・学生のゼ
ミ合宿）、（学会加入している）社会学系４学会合同集会、（筆者のプロパー領域の）日本災害復興学会、（長年
依拠しているところの）早稲田大学地域社会と危機管理研究所、文化人類学的地域研究、をあげ、次いで前稿
以降この一年間の２０回余の被災地訪問（現地調査を含む）を概観する。あわせて、当該研究の社会的還元の実
情を、当震災に関連して展開を見せる非・未被災各地の防災事業への筆者の参画状況および刊行物をもって示
しておくこととする。
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本稿を執筆している２０１２年秋は、「東日本大震災か

ら

一年半」ではなく、「震災二年目

」である。この震災は
まだ決して終わっておらず、今この瞬間も被災は転化・
深化・拡大しているという認識が前提・不可欠となる。
阪神・淡路大震災（平成７ ＝１９９５年）では、地震発生
後数年にわたって被災者（死者）数が増加し続け（地震
は収束しても震災は継続する）、木造老朽家屋密集地区
における倒壊・延焼による当初の死者５,５００余に加え
て、その後数年間で、例えば仮設住宅での孤独死、倒
産・借金苦による自死など、震災関連死として数百を加
えていき、『防災白書』等に記されるオフィシャルな人
的被害は６,４３４人（平成１７年１２月２２日修正）となってい
る。このことからもわかるように、地震後１～２年で震
災が終了することなどあり得ない。また、被災地の復興
は、おおむね復興行政部局による「復興宣言」によって
位置づけられるが、これは主に「復興」を冠する公共事
業（土木事業／都市計画事業）の「竣工」（土木事業の
予算消化）を意味するもので、被災者の生活再建達成度
やイメージは反映されていないのが通例である。したが
って、復興はなされた（らしい：宣言された）が生活再
建は道半ばという認識が、被災地には漂う。地震発生後
１～２年では復興は決して成し遂げられず、生活再建は
さらに長い年月を要する（浦野他編,２００７）。それでは
「復旧」・「復興」や「生活再建」とはいかなることを
示すのか、その概念検討からはじめて、その実証的・実
践的研究のありようが緻密に議論され出したその契機
が、２００７年早春の日本災害復興学会創設であった。そこ
での議論の経緯・蓄積を踏まえて、筆者の当震災調査・
研究実践は続けられている。
そこで本稿（）では、筆者自身の参画する震災二年
目の各種調査研究（実践）体制の展開について、ま
ずは本務校の専修大学系連携事業（含・学生のゼミ合
宿）、筆者が学会加入している社会学系４学会合同集
会、筆者のプロパー領域の日本災害復興学会、	筆
者が四半世紀前より加入し拠り所としている「早稲田大
学・地域社会と危機管理研究所」、
それとほぼ同年来
の研究交流を重ねている文化人類学的地域研究、をあげ
る。次いでこの一年間の２０回余の現地調査を概観・記録
する。あわせて、当該研究の社会的還元の実情を、当震
災に関連して展開を見せる非・未被災各地の防災事業へ
の筆者の参画状況および刊行物をもって示しておくこと
受稿日２０１２年１２月２５日 受理日２０１３年１月１５日
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とする。なお、前稿（）では震災発生８ヶ月の２０１１年
１１月の入稿時までを記したので、本稿では２０１１年１１月よ
り２０１２年１２月末までを記しておくこととする。
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本務校・専修大学に関連しては、石巻専修大学・
専修大学が主導して展開を見る被災対応と、筆者の学
部ゼミナールが関連する被災地研究（研究交流）をあげ
ておく。
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石巻専修大学では被災前より設置されていた共創研究
センター、大学開放センターを、震災後に有機的に連携
させて復興共生プロジェクトを発足させて、被災地の最
前線で活動する大学として地域復興の核となることを謳
い、被災地域の復興と防災に関わる事業実施を通じて大
学研究・教育の高度化を図りつつ、復興を担う人材の育
成を目指して、学外研究者・自治体・企業・地域関係者
が参画する共同研究プロジェクトを実施している。
また石巻専大は、震災後に発足した復興大学の「地域
復興支援ワンストップサービス・プラットフォーム」事
業の幹事校となっている。復興大学は震災直後、仙台学
長会議が学都仙台コンソーシアムにおいて検討を重ね
て、文科省・大学復興センター構想の一つとして位置づ
けられたもので、「復興人材育成教育コース」、「教育復
興支援」、「地域復興支援ワンストップサービス・プラッ
トフォーム」、「災害ボランティアステーション」の４事
業からなる。
この連繋の枠組みで今年度は、冷凍倉庫等での電動フ
ォークリフトの高速充電・災害時電源利用調査等のク
リーンエネルギー開発、ITCオープンカレッジ、地震を
テーマとした観光産業への展開可能性、携帯型心電計を
用いた被災住民の健康増進活動等々、実に多様な取り組
みが展開されているが、筆者は災害社会学プロパーとし
て、石巻市牡鹿半島の各浜・浦の養殖漁業における漁業
権への企業参加のあり様についての実証的研究立ち上げ
への参画が打診された。今年度末に向けて具体的な調査
体制構築が進められているところである。
また、昨年度２０１１年度１１月の東北都市学会大会（福島
会場）において、今年度の開催会場が石巻専修大学と決
まっていた。学会開催に向けて同学会・地域学会である
関東都市学会に所属する筆者は、会場校・石巻専修大学
の若月昇教授よりその大会企画について打診があり、部
会構成などについて議論を重ねてきた。今年度１１月開催
の同学会には筆者はオブザーバーとして参加した。
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文科省・私大戦略的研究基盤形成支援事業として展開
する専修大学・社会関係資本研究センターでは、震災発
生を契機に同センターに通称「絆プロジェクト」を設置
して、上述の石巻専修大学の被災地復興研究実践と連繋
を図り、各種シンポジウム等を企画・実施してきた。
前稿以降は、昨年度末２０１２年３月３日（土）、専修大
学・毎日新聞共催のシンポジウム「地域復興への大学の
挑戦～東日本大震災を乗り越えて」が開催されて、坂
田・石巻専修大学長の基調講演の後、石巻専大教員の震
災関連の研究実践二例が報告され、その後のパネルディ
スカッション「産官学連携による復興支援の可能性」が
行われた。そこでは石巻専大の学部改編の構想が表明さ
れ、登壇した文科省・高等教育局長からもこれにエール
が送られるなどの一幕も演じられた。筆者は被災地の研
究実践における「節度ある介入」の意義とその難しさを
語った。
今年度に入ってからは７月１４日（土）、「平成２４年度シ
ンポジウム：協働社会へのチャレンジ～被災地における
社会関係資本を活かす試み～」が開催された。これは昨
年度７月シンポの第二弾で、今回は野田・釜石市長（専
修大学出身）を招いて基調講演「撓（たわ）まず屈せ
ず」をお願いし、これと対で釜石において支援・研究実
践を続ける東大グループより希望学の創始者・玄田有史
教授に講演をしていただいた。後半のパネルディスカッ
ションは筆者がコーディネートして、石巻で活動を重ね
る NPOフェアトレード東北（以下、FTTと略）のメン
バーを招き、その実践を紹介してもらった。登壇した
FTT代表の布施氏は、FTTではソーシャル・ファーム
を運営して米の栽培・販売を行っているが、これを
「ニート米」と名付けて販売したところ、「ニート」をそ
う容易く使用するなとのクレームが付いたことで、
「ニートと言わせ米」と改称した経緯をユーモアたっぷ
りに紹介し、このエピソードに対し「ニート」概念の産
みの親・玄田氏からは、そのバイタリティ・機転に大き
な賛辞が送られた。
このシンポ企画過程で筆者は、こうした震災研究実践
成果の大

学

と

し

て

の社会的還元の重要性、例えば、授業
カリキュラムへの反映を提案していたところであるが、
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今年度はこれが大学院公開講座として認定されて、後期
に「東日本大震災から学ぶ災害・リスクの総合研究」
（金曜日６・７時限目）として開講されることとなっ
た。筆者はその第一講として「被災地の現状（いま）
は」を担当した。これには後日談があり、この公開講座
を地下鉄中吊広告で知った小田急線沿線のある自治体職
員・危機管理担当官が、これを受講して帰社し、筆者へ
の今年度末の市・防災講演会への依頼につながった。
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２０１１年度大矢根ゼミ４年生は、震災３ヶ月後の６月初
旬、ゼミ合宿枠で被災地視察（石巻・女川）を実施した
が、これも影響して卒論テーマを震災に関わるものに設
定した者が半数の５名に及んだ。そこで１２月の卒論提出
後、視察および卒論の成果の報告・社会的還元の意義・
義務について議論した結果、向ヶ丘遊園駅前の大学サテ
ライトキャンパスを借用して、「東日本大震災に対峙し
たゼミの成果報告～被災地踏査と論考の軌跡～」を実施
した（１／２５～３／３１）。
この下の学年では、年度開始前の２０１２年１月末、まず
は有志３名が筆者の現地調査に同行して石巻被災各地を
歩いた。そして今年度に入ってからは、ゼミ OBで、被
災直後のボランティア活動を含めて被災各地を度々訪れ
ている山田氏に同行・案内を請い、６月に石巻ミニ・ゼ
ミ合宿を行い、石巻の主な被災地をめぐった。前期授業
ではこれと並行して、災害ボランティア論（山下・菅,
２００２）や原発避難論（山下・貝沼,２０１２）などの専門書
を輪読し、書評を執筆して果敢・無謀にも著者に送りレ
スポンスをいただくなど座学を重ね、秋には石巻専大・
経営学部の李東勲ゼミと現地合同ゼミを開催した。津波
で洗われた水産加工場一帯や市街地の仮設商店街の現地
視察の後、石巻専大で合同ゼミ報告・討論会を行った。
専大学生は往復高速バスの０泊３日弾丸ツアーとなった
が、石巻専大学生の心温まるガイドのおかげで、有意義
な合同ゼミとなった。成果は今年度中にまとめ、昨年度
同様、広く社会的に還元すべく準備中である。
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専修大学・社会体育研究所公開シンポジウム「スポー
ツを通じた社会開発」（２０１２年１０月２９日）における対談
「スポーツの持つ力－スポーツが復興に果たす役割」に
登壇した。専大・社会科学研究所の中国研究プロジェク
トで２００７年夏、北京五輪のちょうど一年前、専大・社会
体育研究所の久木留教授とともに五輪会場付近を踏査し
たことがあり、そこで筆者と JOCとの関係が構築さ
れ、今回の登壇につながった。久木留先生は JOCメン
バーとしてロンドン五輪に参加していて大きな成果をお
さめており、この度、レスリングのメダリスト３名を大
学シンポに招いて、スポーツが復興に果たす役割につい
て議論する場を設定した。
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筆者の所属する社会学関連学会では、昨年度、まずは
地域社会学会が母体となって「緊急ラウンドテーブル」
を開催し（２０１１年５月１５日＠山口大学）、筆者も登壇し
て「現状認識や今後の取り組みの方向などについての所
感」を報告したが、その後、これは社会学系４学会合同
集会に発展し、日本社会学会・地域社会学会・都市社会
学会・環境社会学会の４学会体制となった。
昨年度は各々、現地調査を重ねて各学会で報告を重ね
て来たが、２０１１年度末に向けて山下祐介准教授（首都大
学東京）を中心に活動・情報を集約する動きが始まり、
今年度２０１２年度はまず５月１１日（金）、明治学院大学社
会学部付属研究所会議室にて震災関連研究情報交換会が
開催された。筆者は「宮城県石巻市での取り組み」と題
してこの一年分のデータ・知見を提供した。この場で福
島視察が議題となり、福島大学、いわき明星大学の学会
員が主導して、６月１６日（土）～１７日（日）両日、原発
エクスカーションが企画・実施された。
この合同集会は当初は環境社会学会以外の３学会で構
成されていたが、このエクスカーションに先立つ６月１
日（金）～３日（日）、環境社会学会八郎潟大会が開か
れ、その初日、学会編集委員会主催の検討会が、学会誌
１８号特集「環境社会学にとって『被害』とは何か」をま
とめる堀川三郎編集委員のもとで開催されており、環境
社会学会もこの３学会に加わる流れが鮮明となった。筆
者も投稿者としてこの検討会に出席し「被災へのまなざ
しの叢生過程をめぐって」と題して報告したが、筆者に
とってはこの四半世紀、大学院時代から机を並べて議論
を重ねてきた堀川三郎教授（法政大学：環境社会学）
と、かねてより環境社会学と災害社会学の接点を探りた
いものだと語り合ってきたことが、この第１８号でついに
実現するという大いなる期待・興奮を抱きつつの刺激的
な検討会となった。
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この合同集会の流れは２０１２年夏には、日本学術会議社
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会学委員会でのシンポジウムにつながっていく。７月２９
日（日）、東北大学川内南キャンパスにて、日本学術会
議社会学委員会主催の公開シンポジウム「シリーズ 社
会学から、東日本大震災を問い直す１～東日本大震災・
再生への道程を問い直す－社会学と計画学との対話～」
が開催された。筆者は午前中のラウンドテーブル「東日
本大震災 被災地を北から南へ～社会学者の目から見た
被災地の現状と復興課題：都市計画学会との意見交換」
の課題報告２「（石巻から仙台平野にかけての）大都市
津波災害の現状と復興課題（産業経済問題）」をコーデ
ィネートして、筆者を含めた３名が登壇した。筆者は
「解題：はじめに～石巻から仙台平野にかけての大都市
津波災害の現状と復興課題」を論じ、後の２題、仙台市
若林区を紹介・論じる齊藤康則氏（東北学院大学）、名
取市沿岸部を紹介・論じる内田龍史氏を紹介した。
秋になって、札幌で開催された日本社会学会大会（１１
月３日（土）～４日（日））では、２０１４年度世界社会学
会横浜大会での、災害社会学関係の部会構成案が検討さ
れ始めた。
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筆者の所属するメイン学会となる日本災害復興学会で
は、昨年度２０１１年度は津波被災、今年度は原発避難を主
眼に据えていくことで、昨年度より研究企画・実践が重
ねられてきた。昨年度秋の学会大会で筆者は、仮設住宅
の現況を報告する部会をコーディネートしたが、今年度
は、フクシマを現場とする学会員に学会テーマの運営は
お任せし、学会誌編集委員会メンバーとして津波被災各
地の復興への取り組み事例を渉猟・紹介する役割を担っ
た。
その一つの成果が、学会誌『復興（第５号）』の特集
「東日本大震災をめぐる諸問題の中での復興」である。
上述 FTTの活動経緯を災害社会学的視点で中間総括し
ておくべき時期であると判断し、後述する早稲田大学・
地域社会と危機管理研究所の研究員に FTT活動の参与
観察を打診し、FTTの創設・震災以前の取り組みから
震災後一年半までの活動履歴を川副早央里・布施龍一
「復興から取り残される人々－NPO法人フェアトレード
東北の『在宅被災者』支援の取り組み－」として執筆し
てもらった。
学会福島大会（コラッセふくしま会場）は今年度、２０１２
年１０月６日（土）～８日（月）に開催され、初日のエク
スカーション（（A）川内村コース、（B）飯舘村・相
馬・南相馬コース）の後、二日にわたる分科会・研究発
表・公開シンポジウムが開催された。当学会では大会時
には当該地域の首長はじめ担当大臣等に登壇を依頼する
こととしており、今年度は平野・復興大臣、佐藤・福島
県知事、馬場・浪江町長、平野・三宅前村長、福島大学
より鈴木・県復興ビジョン検討委員会座長・浪江町復興
検討委員長に登壇願い、大会特別シンポジウム「ふくし
まへの帰還と再生」を開催した。
また、日本災害復興学会は、阪神・淡路大震災を契機
に発足したことから関西方面に役員が偏在していたが、
今回の東日本大震災発生によって、関東・東北で活動す
る役員の補充が不可欠とのことで、現在、その構成の見
直し中で、学会事務局も関西学院大学から東京方面に移
管の予定である。筆者も来年度新執行体制においては関
東在住理事として少なからぬ役割を担うこととなるが、
その責は大きいものと認じている。
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筆者が四半世紀にわたって参加し活動の拠点の一つと
している早稲田大学・地域社会と危機管理研究所では、
昨年度以来、ERESUS（文学学術院東日本大震災復興支
援情報コーナー）を開設して被災各地の復興支援・調査
研究を重ねている。
早稲田大学の社会学プロパーは、被災以前よりそれぞ
れの研究単位が今回の被災地各地と多くのパイプを有し
ていた。その一つがいわき市の常磐炭坑とのつながりで
ある。筆者の参加する地域社会と危機管理研究所では、
その若手メンバー・川副氏（D２）がこの度、この社会
学プロパーとしてのバックボーンと災害研究に取り組む
同研究所の履歴から、いわき明星大学の復興事業セン
ター震災資料室の調査研究員に委嘱され、自費で現地に
アパートを確保して調査活動に従事している。２０数年前
に雲仙・普賢岳噴火災害が発生した際に、毎月数日から
数週間ずつ、現地に滞在しつつ聞き取り調査を重ねた自
分の姿を思い起こしつつ、このような積極果敢な若手研
究者を何としても応援したいと思っている。
早稲田大学では今震災に際して早稲田大学出版部で
「ブックレット：『震災後』に考える」シリーズを刊行し
ており、地域社会と危機管理研究所メンバーの論考は
『東日本大震災と津波被災地の一年－宮城県・岩手県沿
岸部の事例から－』として年度内刊行の予定である。筆
者は「石巻の被災～復興過程・生活再建を扱う災害社会
学の視角～」として投稿した。これは２０１２年４月１４日
（土）、早稲田大学総合人文科学研究センターの開設記念
のシンポジウム「東日本大震災のいま－地域生活と再生
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に向けての課題－」での報告を原稿化したものである。
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この度、上述の『復興（第５号）』の FTT原稿を、川
副氏に執筆依頼した。執筆のためには、FTT創設者自
身やそのメンバーが空覚えの諸々の出来事、その背景か
ら効果・影響などを各種資料をもとに精確に把握して図
示してみせることから始めなくてはならない。雲仙・普
賢岳噴火災害の直接被災地・上木場集落における生活再
建・コミュニティ再興の履歴を筆者がまとめ上げる際に
行った年表づくりの手法・項目をふり返りつつ、川副氏
には今年の夏一杯、そのヒヤリング作業に取り組んでも
らった。その成果が上述論文である。
また、今夏はこの論文執筆と並んで川副氏には、FTT
の取り組む石巻市仮設住宅アンケート調査にも参画して
もらった。筆者は社会調査プロパーとしてこの調査設
計・工程管理に参画した。石巻市には、大小１３０余の仮
設住宅団地があるが、そのまとまりや待遇はまちまち
で、多様な問題が発生しており、ついには割腹自殺者ま
で出してしまっていた。各浜の小さな仮設住宅団地を訪
問しつつ炊き出し支援を続けていた FTTでは、その原
因の一つを自治会設立の有無として把握しており、昨年
度末より自治会設立支援活動を始めたが、これがなかな
かうまく運ばず、そこで各仮設住宅団地の設立経緯や生
活環境の状況、居住者の将来展望などを精確に把握した
いと感じていたところであった。そこに、東京農工大学
で農村自律性を研究する中島正裕准教授が研究室院生と
ともに、ソーシャルファームを営む FTTに関心を示
し、合わせて仮設住宅の居住環境を調べ始めたことで、
我々災害社会学プロパーとのつながりができ、中島研究
室、大矢根、川副氏、それに石巻専修大学の李東勲研究
室が協働して、仮設住宅アンケート調査を実施すること
となった。おりしも、FTTが外部機関からインターン
シップ生を受け入れていて、このインタンーンシップ・
メニューの一部にアンケート調査経験が位置づけられて
いたことで、８～９月にかけて数十人の現地調査員を確
保・動員して調査が実現した。筆者はお盆明けの８月２２
日に実施された現地調査インストラクションの任にあた
り、その後の工程管理は川副氏と李准教授に引き継い
だ。
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地域社会と危機管理研究所の調査研究活動に、阪神・
淡路大震災以降、積極的に参画していたメンバーの一
人、防災都市計画研究所・所長の吉川忠寛氏は、今被災
直後の現地踏査で、町長はじめ多くの行政職員や消防団
員を亡くした大槌町との関係を築いてきており、現在、
復興計画と並行して検討が始まっている町内の安渡地区
防災計画の策定を委託されている。筆者は２００６年度から
５年間、吉川氏が事務局を担う（通称）内閣府・復興検
討委員会の座長をつとめたことから、復興や防災に関し
て吉川氏とは共通認識を得ており、この度、吉川氏の安
渡地区防災計画策定に参画することとなった。政府の三
次補正予算がついたことなどで、こうした復興支援活動
は専門家派遣事業（内閣官房予算）として位置づけられ
て、交通費・宿泊費等が担保されることは心強い。ま
た、地元・岩手大学の復興支援業務資金による招聘の場
合もあり、これまで復興の研究・実践はほぼ全て自弁が
半ば常識の業界であったため、この度の措置はありがた
い。と同時に、その責任の重さを実感している。
大槌では例えば多くの壮年層、特に消防団員などが、
一度・二度のみならず、高台から水平線に津波の襲来を
目にしながらも三度にもわたって低地に走り下って災害
時要援護者の救出に向かい（「再入場」＝再び現場に突
入していくこと：消防用語）、ついには命を落としてし
まったという事実を皆が目視して記憶している現場で
は、それではどこまで互いに助け合うべきかというギリ
ギリの議論を始めざるを得ない状況に置かれている。換
言すれば、災害時要援護者サイドの自助をどこまで明文
化するか、という我が国では初めて俎上にのる議論であ
る。これの舵取りを委託された吉川氏の研究者としての
覚悟は並大抵ではない。２～３度の腰掛け程度の調査で
論文を作成してしまうような輩には、決して委託され得
ない重い課題である。日本最古の防災シンクタンク所長
としてのプライドをかけた仕事を側面から支援し続けよ
うと思う。
この現場のヒヤリングや検討会開催事務には、地域社
会と危機管理研究所のもう一人の若手研究員（D１）・
野坂氏が就き、現地に通い詰めてデータの収集を続けて
いる。「としる」（冬の珍味：アワビの肝）の味を覚え、
地元消防団の面々と酒を酌み交わす野坂氏の姿は心強
い。
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文化人類学を専攻する清水展教授（京都大学）が研究
代表をつとめる科研費プロジェクト（「自然災害からの
創造的な復興の支援を目指す統合的な民族誌的研究」）
は、２０１０年度秋に、アジアを中心として世界各地の災害
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復興についての総合的な研究（過去の被災地復興の叡智
がいかに伝播しうるのか）として組織化が図られ、２０１１
年度より研究がスタートすることとなっていたが、もち
ろん当震災を一つの主要なターゲットとすることに軌道
修正された。筆者と清水教授との出会いと交流の経緯に
ついては前稿を参照いただきたい。この科研費プロジェ
クトに筆者は分担研究者として参画している。
文化人類学的地域研究の復興への視角は刺激的だ。
我々災害社会学者は、復興を「損なわれた地域アイデン
ティティ再構築過程」と捉え、住み慣れた古里での生活
再建を被災者の一つの目標像と措定してアクションリ
サーチを目論む。しかしながら彼らは、被災前の元の生
活に復することを決して望まない被災者達の側に真摯に
寄り添い、新社会創造の現場に対峙・参画する。ベース
となっているのは、東南アジアや南米・中近東等の被災
地を対象とする文化人類学的研究である。そこでは、被
災前のあの抑圧された社会関係からの解放を切に望む
人々がいて、これを機に、新しい社会関係、新しいホー
ムランドの建設が希求されているのである。したがっ
て、この新しいホームランドの建設のためには、居住地
移動は必ずあり得る選択肢の一つで、あるいはそもそも
の前提で、「従前居住地での生活再建」は必ずしもかな
えられるべき復興イメージではない。命やアイデンティ
ティを繋ぐために再現しなくてはならないものは何か、
研究会での議論はいつも白熱する。
昨年度２０１１年度には、コアとなるメンバーの一人、山
本博之氏（JCAS地域研究コンソーシアム運営委員長）
がコーディネートして、「地域研究コンソーシアム２０１１
年度年次集会・シンポジウム」が開催され、その第二部
の一般公開シンポジウム「『情報災害』からの復興－地
域の専門家は震災にどう対応するか―」で筆者はコメン
テーターとして登壇したが、ここでの議論の成果が昨年
度末、『地域研究 Vol.１１, No. ２』として刊行された。
次いで、もう一人のコアメンバーである木村周平准教
授（富士常葉大学）が編集する古今書院の「フィールド
ワーカーシリーズ」の第５巻『未来を見据える災害研
究：地域を捉える／地域を越える』の執筆が、今年度末
よりスタートした（入稿は２０１３年春予定）。
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それでは次に、前稿（２０１１年１１月）以降の現地訪問
（調査を含む）の履歴をあげておく。
第１２回：１１月５日（土）～１１月６日（日）日本都市学会
（福島大会＠コラッセふくしま）
JR福島駅西口複合施設「コラッセふくしま」にて日
本都市学会が開催され、関東都市学会理事として筆者も
参加した。この理事会で２０１２年度の東北都市学会の開催
地が石巻専修大学と決まり、同大学からは大学開放セン
ター長・若月教授が学会開催受け入れの挨拶をされた。
学会終了後、災害を扱う都市学会のスタンス・企画につ
いて、関東都市学会の理事会の面々が集い、次年度開催
校・理事の若月先生を囲んで懇談した。
第１３回：１１月１８日（金）～１１月２０日（日）小渕浜・雄
勝、Archi＋Aid、浪江・いわき
石巻を中心に、被災各地を踏査した。牡鹿半島の小渕
浜に A宅をたずね、シーズン終盤の「はむ（穴子）漁」
の出航間際のエサ詰めを見せてもらい（写真１）、その
たな こ や がい
足で「おがつ店こ屋街」開店祝いの法印神楽（写真２）
を見学した。ここから国道３９８線・釜谷峠を越えて、多
くの犠牲者を出した大川小学校を経て、その際に猛り狂
う大津波でその全長の半分がちぎれ飛んだ新北上大橋が
この１１月、やっと継ぎ足されて（写真３）国道が北上川
を渡ることができるようになったとのニュースに触れ、
写真１ 小渕浜 A宅・第五幸漁丸の「はむ漁」エサ詰め
写真２ 雄勝・法印神楽
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被災後、初めて橋を渡り、対岸の北上町十三浜をめぐっ
た。仙台に戻り、建築家集団 Archi＋Aidの展示発表会
に参加し、帰路は福島原発事故２０～３０km圏・浪江町か
らいわき市北部をめぐった。
第１４回：１２月３日（土）～１２月４日（日）関東政治社会
学会＠石巻専修大学
関東政治社会学会第８回研究会が石巻専大２１０２教室で
開催された。同学会は専大・社会関係資本研究センター
代表・原田博夫教授が会長を務めており、筆者は「防災
社会工学的視点から：石巻の被災と復興～津浪と村の調
査記録：牡鹿の表と裏」と題して報告した。石巻市内は
公共事業関係者の長期逗留のため宿がとれず、今回の学
会参加者はみなで松島のホテルに宿泊したが、ここは全
国から応援で集う各都道府県警・警察官の宿泊所にもな
っていて大賑わいであった。普段は見慣れぬ皇宮警察の
一行もここに宿泊していた。
第１５回：１２月２３日（金）～１２月２５日（日）家族で踏査
冬休みに入った我が家の子ども達を連れて各地をめぐ
った。まずは石巻で、旧市役所庁舎で行われている写真
洗浄・拾得物展示（写真４）を見学して、その足で坂を
上り日和山から中瀬・門脇の流消失した街を、その後、
大川小学校から河口の長面を回り（写真５）、女川の市
立病院駐車場から流消失した街をみて、牡鹿半島の突
端・鮎川で泊。翌日から北上して、過去の津波被災で高
台移転していたことで今回は被災を免れた吉浜を経て、
大槌から宮古まで。宮古では筆者が１９９４年に踏査した津
波被災・低地再定住地区をめぐり、それらがみな跡形も
なく流消失している場に臨み、低地居住の戒めを刻んだ
石碑を確かめに向かった（写真６）。
第１６回：１２月２６日（月）～１２月２８日（日）岩手大学集中
講義
クリスマス休暇を家族で津波被災地をめぐり帰京して
翌日、岩手大学の冬季集中講義に向かった。積雪・凍結
で歩きづらい、それにクリスマス後の年末にも関わら
ず、熱心な学生に囲まれて暖かな集中講義となった。人
間科学課程・行動科学コース・専門選択科目「現代社会
論」であったが、震災をめぐるこの数ヶ月の状況を議論
しつつ授業は進められた。
第１７回：１月２６日（木）～１月２８日（土）新ゼミ生有志
＠石巻 FTT、川俣・浪江
写真３ 復旧なった新北上大橋
写真４ 石巻市写真洗浄・拾得物展示
写真５ 石巻市長面の被災集落
写真６ 宮古市の津波碑
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２０１２年度の新ゼミ生有志３名が、入ゼミ前に一度、被
災地を巡っておきたいと申し出てきたことから、筆者の
現地活動に同行することとなった。夜行バスで石巻に到
着した３名をピックアップして、石巻被災各地をめぐり
（大川小：写真７、小渕浜、日和山）、その後、石巻市内
の FTTオフィスをたずねて活動についてレクチャーを
受けた。夕方、新幹線で帰京する一行と別れ、筆者は帰
路・南下して福島に入り、川俣・浪江（写真８）をめぐ
った。
第１８回：２月２７日（月）～２月２８日（土）FTT、浪江・
南相馬
石巻専修大学経営学部の李東勲准教授とともに、FTT
のこれまでの経緯を KJ法で精確に振り返った（写真
９）。これが後に、７／１４シンポの布施（川副）報告
（上述１－１）、さらには日本災害復興学会紀要『復
興』掲載論文（上述１－３）へとつながっていく、その
第一歩である。
第１９回：３月５日（月）～３月６日（火）社会学三学会
合同研究交流集会＠岩手
岩手県立大学の吉野英岐教授がコーディネートして、
社会学系３学会の現地視察が実現した。大学院時代の直
の先輩である吉野先生のきめ細かな配慮のお陰で、悪天
候ではあったが充実した視察となった。釜石・大槌・吉
里吉里（写真１０）をめぐり、大学に会場を移してシンポ
ジウムとなった。
番 外：３月１３日（火）～３月１５日（木）清水科研＠阿蘇・
島原
清水科研費のテーマの一つ、過去の被災地復興の叡智がい
かに伝播しうるのか、その実像を把握すべく、１９９１年雲仙・
普賢岳噴火災害の直接被災地上木場の復興の舵取りを担った
山下一郎さんや三角地帯嵩上げを動かした大町辰朗さんを訪
ね、その活動ノウハウについて改めてうかがってきた。筆者
は雲仙には１９９１年の発災以来これまで、毎年一度は必ず訪ね
て、復興の進捗状況をうかがっており、今年は清水科研費の
テーマに沿って、復興の極意の伝播をテーマに話をうかがっ
た。また、現在、東日本大震災の現場で、仮設住宅の一種と
写真７ 大川小学校を視察するゼミ生
写真８ 原発２０～３０km圏の道路交通案内表示
写真９ FTT年表作成の KJ法 写真１０ 仮設食堂「よってったんせえ」（大槌町吉里吉里）
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して各地で採用されている発砲スチロール製住宅（ドームハ
ウス）を、リゾートホテル施設として利用している阿蘇フ
ァームランドにて見学した（写真１１）。
番 外：３月２６日（月）～３月３１日（土）アルメニア
昨年度２０１１年度も一昨年度同様、年度末にアルメニアを訪
ね、被災から２０数年、今も仮設住宅に住み続ける一家を訪ね
た。１９８８年発災だから、来年度２０１３年度で２５年目となる被災
地であるが、地元自治体ではそれまでには何としても、仮設
住宅が行き渡るように鋭意建設を進めるとのこと。今年度も
年度末あたりに訪問する予定であるが、今回は、まだ仮設住
宅があたらず、被災から２０数年間、未だに無造作に積み上げ
られた貨車等で避難生活を送る家族にお話をうかがう予定で
ある。
この度のアルメニア訪問では、筆者にとっては旧知の前ス
ピタク副市長・ソルギス氏より、義援金を託された（写真
１２）。スピタク市では日本からの資金援助のお陰で、被災２０
年を機にやっと、被災した小中学校に新しい机と椅子が整っ
た。昨年度までは、地震・校舎倒壊でゆがんだ机がずっと使
われ続けていた。ちょうど新しい机で勉強を始めたスピタク
の子ども達が、東日本大震災のニュースに触れ、日本の子ど
も達に届けて欲しいと、一年間、各自が昼食費を切りつめる
などして貯めたお金を持ち寄って義援金とした。これをソル
ギス氏より託された。どこの小学校にどのような名目でお届
けすべきか、現在、被災各地の関係者と話を詰めているとこ
ろである。
第２０回：４月６日（金）～４月８日（日）サラリーマン
の被災地視察（浪江・石巻）
それぞれがみな各企業で活躍している筆者の学部時代
の旧友（ラグビークラブの同期チームメイト）のうち、
東日本大震災復興に何らかの関係を持つ面々が、被災現
地を是非きちんと（企業の目論見ではなく、人のこころ
で）視察したいと言ってきたことで、駆け足ながらこの
度の視察を実現させた。メンバーは、日本製紙の復旧に
関わる丸紅の Y氏、石巻復興でスマートグリッドを推
進する日本 IBMの T氏、取材で駆け回る NHKの I氏、
住宅再建・共同化に取り組む不動産会リビタの T氏、
それにコーディネーターとして筆者。
まずは、仙台からレンタカーで福島・浪江を回り（写
真１３）、北上して仙台平野の広範な津波被災地を巡り、
女川から石巻・雄勝、大川小学校、長面、北上町を経
て、被災した南三陸市街地をめぐった。
第２１回：５月２日（水）～５月４日（金）飯舘・小高、
FTT
連休を前に、福島原発事故２０km圏のうち、北側の南
相馬市・小高地区の警戒区域が解除されたとのことで、
JR小高駅周辺から海沿いを歩いた。発災から丸一年以
上経っているというのに、つい数日前まで警戒区域であ
写真１１ 発砲スチロール製ドームハウス（阿蘇ファームランド）
写真１２ アルメニア・スピタクの小中学生からの義援金 写真１３ 検問・放射線量測定を受ける私たちの車両
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ったことから人の気配が全くなく、すなわち津波被災直
後の姿がそのままであった。小高駅の駐輪場には、恐ら
く高校生達の通学用のものだと思われる自転車が数百
台、朝の通学時の駐輪状態のままそこに放置されていた
（写真１４）。
今回はその後、FTTにて、石巻市内の仮設住宅団地
の自治会創設支援活動について議論し、その一環として
まずは、自治会アンケート調査を実施すべきことを確認
した。神戸のまちコミュニケーション代表・宮定章氏
が、雄勝の住宅再建（高台移転）についてアドバイザー
的に参画していて石巻に長期滞在していることから、今
回はこの FTTでの議論に陪席した。
第２２回：６月１日（金）～６月３日（日）環境社会学会
大会＠八郎潟→大槌
環境社会学会秋田大会（＠八郎潟）初日夜、学会誌
『環境社会学研究』第１８号の投稿者が集い、特集企画
「環境社会学にとって『被害』とは何か」編集担当の法
政大学・堀川三郎教授のもと、刺激的な第一次原稿の読
み合わせ会が行われた。翌朝、筆者は岩手県大槌・安渡
町内会で開催される、「第１回安渡町内会防災計画づく
り」のワークショップ（写真１５）に参加した。これは旧
知のシンクタンカーである吉川氏がその進退をかけて果
敢に取り組む事業である。翌日は地元消防団のみなさん
にご紹介いただいて大槌町小鎚の仮設住宅団地付近の河
川敷で震災後初めて開催された消防演習を視察し、その
後「シンポジウム大槌町の復興を考える」に参加した。
この日の講演者は日本災害復興学会会長の室崎益輝教授
（関西学院大学）であった。
第２３回：６月１６日（土）～６月１７日（日）４学会合同エ
クスカーション福島編
「社会学４学会合同 第２回研究・交流集会［福島
編］」が行われた。これは上述の「第１９回：社会学三学
会合同研究交流集会＠岩手」第二弾で、福島県内の学会
員の尽力で実現した。いわき市内の仮設住宅などを訪
問・視察した。
第２４回：６月２２日（金）～６月２４（日）石巻専大・FTT
とともに小渕浜
復興大学・地域復興支援ワンストップサービス・プラ
ットフォームの幹事校として取り組む石巻専大の若月教
授を訪ねて、同事業についての打ち合わせをした後、同
大学・李東勲准教授ととともに取り組む FTT仮設住宅
アンケート調査について構想を議論して、その後、神戸
まちコミの宮定氏も同行して小渕浜・A宅を訪ねた。浜
復興の現況や今夏の漁についてお話をうかがい、今日は
旧家・漁師自宅の神棚・仏壇を見せていただいた（写真
１６）。
第２５回：７月６日（金）～７月７日（土）FTT活動経
緯年表の作成
早大院生・川副氏にお願いしている FTT活動経緯年
表作成のためのヒヤリングを FTTにて行った。今回は
ここに東京農工大学院生・塩田氏もインタビュアーとし
て参加した。FTT代表の思いが直に語られる場面に、
手すきメンバーが次々に集まりだし（写真１７）、メン
写真１４ JR小高駅駐輪場
写真１５ 安渡町内会防災計画づくりワークショップ 写真１６ 神棚と仏壇（石巻市小渕浜・漁師 A宅）
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バーにとっては、現時点での自身の仕事内容の位置を改
めて把握し直す機会となった。
第２６回：７月２９日（日）～７月３０日（月）日本学術会議
社会学委員会＠東北大学
日本学術会議社会学委員会主催の公開シンポジウム
「シリーズ 社会学から、東日本大震災を問い直す１～
東日本大震災・再生への道程を問い直す－社会学と計画
学との対話」に登壇した後、石巻に FTTをたずね、
近々実施予定の仮設住宅アンケート調査について、この
日は、その対象団地サンプリングについて議論した。く
まなく巡回を続けているメンバーの情報は貴重で、単に
その規模や位置だけで機械的にサンプリングすべきでな
いことが次第に明らかになってきた（写真１８）。
第２７回：８月２２日（水）FTT仮設住宅アンケート調
査・インストラクション
お盆明けにアンケート調査のインストラクションを実
施した。会場は石巻専修大学の大教室。今回のアンケー
ト調査には調査員として NPOグランドワーク三島が参
加した。これは、内閣府「復興支援型地域社会雇用創造
事業」（グラウンドワーク・インターンシップ／インキ
ュベーション）の一環で、したがって筆者の担当したイ
ンストラクションでは、調査員未経験者の彼らに、そも
そも社会調査とは何かという概論からはじまり、調査員
心得、調査諸段階での注意事項とレクチャーを進め、後
半には２・３人一組となって模擬調査実習を指導した
（写真１９）。
第２８回：８月２６日（日）～８月２８日（火）ラジオ石巻、
FTT仮設住宅アンケート調査
専修大学の社会知性開発研究センターでは、社会関係
資本研究センターでの絆プロジェクトの他、ICT領域に
おいて「大規模災害時の携帯電話へエリアワンセグ配信
のための臨時災害放送の設計（略称）」研究を行ってお
り、筆者もそこに参画していることから、今夏、ラジオ
石巻（FM７６.４）を訪ねて被災時放送の経緯とその知
見・今後の課題についてヒヤリングした。同行した RA
小森田さんとともに、市街地でのインタビューの前後
は、仙台・荒浜や石巻・長面、小渕浜、鮎川などの津波
被災地をめぐった。
その後、石巻市内各地で行われている FTT仮設住宅
アンケート調査の現地詰所を訪ね、当該仮設住宅団地の
自治会長らにご挨拶した後、調査の進捗状況を把握・確
認するとともに、調査員に対するアンケート開始直前の
最終インストラクションを実施した（写真２０）。
第２９回：１０月６日（土）～１０月８日（月）日本災害復興
学会＠福島
学会福島大会（コラッセふくしま会場）では、初日の
エクスカーションの後、二日にわたる分科会・研究発
表・公開シンポジウムが開催された（写真２１）。
写真１７ FTT年表作成インタビュー
写真１８ 仮設住宅類型化作業
写真１９ 模擬アンケート実習
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第３０回：１０月１９日（金）～１０月２１日（日）大槌（岩手
大）
大槌町の「安渡町内会防災計画づくり」ワークショッ
プに参加した。ワークショップの前後の時間帯には、お
隣の釜石で行われていた曳舟祭（写真２２）を見学し、ま
た、数年前に１００年以上の伝統を閉じていた箱崎小学校
が津波被災後解体されてる場を見た。
翌日は、岩手大学の学園祭（不来方祭）において、各
地で避難生活を送る大槌の方々を招待するために設置さ
れた「大槌の部屋」での報告会「安渡地区における防災
計画づくり」に臨んだ。これは岩手大学教育学部社会
学・麦倉研究室が、岩手大学三陸復興支援プロジェク
ト、三井物産環境基金助成プロジェクト「沿岸地域の復
興とコミュニティの再建ならびに持続可能な社会の構築
に関する研究」の枠組みで企画・実施したもので、研究
室が休憩ルーム「三陸復興 大槌の部屋」を設けて「お
茶っこ」を開催した。また同日は、大槌からも皆さんを
招くために盛岡の大学からバスを出して学園祭バスツ
アーを実施した。麦倉哲教授は四半世紀前より、早稲田
大学の社会科学研究所・都市災害部会、地域社会と危機
管理研究所でともに研究を重ねてきた筆者にとっては先
輩で、今震災前に岩手大学に異動していたところから、
今回は我々の大槌での研究実践活動にも多大なご支援を
いただいている。
第３１回：１１月１０日（土）～１１月１１日（日）東北都市学会
昨年度秋以来、検討を重ねてきた東北都市学会大会が
石巻専修大学で開催された。亀山市長の基調講演の後、
パネルディスカッション「復興とボランティア活動」が
行われた。
その後は、市内で開催されていた「雄勝地区考える
会」の寄り合いに立ち寄った。同地区は高台移転案の進
捗に伴い、次第にコミュニティの人間関係が分断され、
様々な憶測・誹謗中傷が飛び交う最も難しい復興現場の
一つである。
第３２回：１１月２２日（木）～１１月２４日（土）李・大矢根合
同ゼミ
東京からの夜行バスで早朝に仙台着となっていたゼミ
生と落ち合い、代行高速バスで石巻専修大学に向かっ
た。李東勲ゼミとの合同ゼミである。李ゼミ生のマイ
カーに分乗して、市内被災各地を回り（写真２３）、牛タ
ンの昼食後は、大学で合同ゼミを実施した（写真２４）。
双方のこの一年の取り組みが報告され質疑応答が行われ
た。ゼミ終了後は駅前居酒屋で懇親会が行われ、懇親会
終了後は夜１０:２０発の東京行き夜行バスに乗車する専大
生一行を、李ゼミの皆さんが温かく見送ってくれた。
第３３回：１１月２４日（土）～１１月２５日（日）安渡地区防災
計画づくり
大槌町安渡小学校にて、第５回安渡地区防災計画づく
りの検討会が行われた。避難行動のルールを検討すると
写真２０ 直前インストラクション
写真２２ 釜石・曳舟祭
写真２１ 中林一樹教授報告（日本災害復興学会）
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して、「‘想定外’による逃げ遅れをなくすために、より
一層の自助を啓発すること」などを盛り込み、かなり踏
み込んだ緊張した議論が展開された。年内あと１回、年
度内２～３回で、避難行動および避難所開設・運営につ
いての防災計画をとりまとめる予定である。
番 外：１２月２１日（金）
石巻雄勝において進められる高台移転に対して、被災者・
生活者サイドの住民集会を重ねてきた「雄勝の雄勝地区を考
える会」事務局・阿部晃成氏と、これに沿いつつ被災地調査
活動を行う神戸長田の NPOまちコミ代表の宮定章氏が研究
室を訪ねてくれた。宮定氏は、石巻に下宿先を確保して石巻
各浜の復興状況の具に記録にとる活動を続けている。
第３４回：１２月２２日（金）～１２月２３日（土）復興大学
復興大学「地域復興支援ワンストップサービス・プラ
ットフォーム」事業において、石巻専大の若月教授が舵
をとって、「石巻市牡鹿半島の各浜・浦の養殖漁業にお
ける漁業権への企業参加のあり様について」の実証的研
究の立ち上げが計画されていて、筆者は社会学的復興研
究プロパーとしてここに参画する。現地調査の企画立案
について、社会学的調査のノウハウ、被災地復興研究の
視角・スタンスについてレクチャーした後、年度内の現
地調査企画が練られた。メンバーの中には、その渦中の
漁港である桃浦在住者もいることから、参与観察的ある
いは今一歩踏み込んだアクションリサーチ的な手法の導
入が検討された。
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ここでは、筆者の研究実践のうち特に社会的還元につ
いて、防災機関との関わり、被災対応・防災に関する大
学等での講義、および執筆した報告・論文等についてあ
げておく。
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政府の公式表記としては「東京電力福島第一原子力発
電所事故」とされているが、いわゆる原子力ムラでは
「F１事故」と書き慣わされている。麗しいモータース
ポーツのそれと紛らわしいこの表記を採用するムラのメ
ンタリティははかりしれない。
筆者は１９９５年阪神・淡路大震災直後に発足した原子力
安全技術センターの『緊急時の人間行動』（１９９８年）刊
行プロジェクト、その後、１９９９年 JCO臨界事故を受け
て制定された原子力災害特別措置法に基づき実施される
原子力総合防災訓練の評価員を経て、２００７年刊『災害社
会学入門』（弘文堂）で「第６章－第２節 新たなリス
クに対峙して：原子力災害の認識と対応」を執筆してい
たことから、今回の原子力災害においては特に住民避難
に関して都道府県の防災会議に呼ばれることとなった。
昨年度は佐賀県（玄海原発）、そして今年度にかけて石
川県（志賀原発）に参加している。
今年度は環境省の外局として原子力規制委員会が、委
員会の事務局として原子力規制庁が置かれて、国の防災
指針が大幅に見直されることになったことで、各都道府
県においてもこの見直し状況と整合性を図って地域防災
計画を書き換えなくてはならなくなった。さらに、避難
に関わるエリアが、これまでの１０km程度から、福島原
発事故の経験を踏まえて３０km圏に拡大されたことで、
影響を受ける人口、関連する基礎自治体の数が格段に増
え、さらには県域を超えて連繋した対策が必要になって
きた。しかしながら我が国には原子力災害対応の経験・
知見の蓄積が少なく、各自治体ではどのように事態を捉
えて対策を組み上げていくべきか暗中模索のところであ
る。筆者は災害社会学、防災社会工学の知見を何とか組
写真２３ 合同ゼミナール現地視察（門脇小まえにて）
写真２４ 合同ゼミナール（報告＆質疑）
東日本大震災・現地調査の軌跡・ 105
み合わせ役立てるべく、関連情報の提供に乗り出してい
る。
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そして東京では今震災後に、さらに東京直下、南海ト
ラフ…等と、次々に巨大地震の発生可能性が喧伝され
て、防災対策が見直されて始めている。今年度は中央区
の、それも福祉部局が舵取りをして進められる防災まち
づくり活動にプロパーとして呼ばれることとなり、「中
央区災害時要援護者支援体制マニュアル検討協議会」の
座長を仰せつかった。中央区には超高層タワーマンショ
ンが林立し、阪神・淡路大震災を契機に創出された防災
福祉コミュニティ構想（低層の木造老朽家屋密集地区の
防災）とは異なる認識枠組みが要求される。筆者は今年
度、東京都の第２０期火災予防審議会地震対策部会委員に
就いていて、同審議会で災害時要援護者対策を議論して
いることから、中央区より今協議会の委員就任が打診さ
れた。
中央区のこの検討協議会では、この夏、５回にわたっ
てワークショップが開催されて、多くのマンション居住
者の参加を得た。
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昨年２０１１年末は岩手大学で、人文社会科学部・人間科
学課程・行動科学コースの専門選択科目「現代社会論」
の集中講義を行った。
また今年度は本務校にて、大学院公開講座として関連
科目が新設され、この講義を担当した。後期に「東日本
大震災から学ぶ災害・リスクの総合研究」（金曜日６・
７時限目）として開講され、筆者はその第一講として
「被災地の現状（いま）は」を担当した。
また、関東学院大学文学部現代社会学科から災害社会
学における resilience（復元＝回復力概念）について紹
介する講演を依頼された。同学科の吉瀬雄一教授は、早
稲田大学の地域社会と危機管理研究所の前身、社会科学
研究所都市災害部会のメンバーで、同部会においては筆
者の先輩にあたる。現代社会学科の社会福祉学サイドに
おいてこの新たな概念であるところの resilienceをその
中核に据えて検討を始めていたことから、今回の連繋が
実現した。
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震災を経て、医療・看護領域との連繋も再燃した。１０
年ほど前に『シリーズ現代社会と看護（第一巻）』（中央
法規）において「阪神・淡路大震災～災害と病院：救急
医療体制と院内看護」を執筆したことがあって、昨年
度、この編集にあたっていた帝京大学医療技術学部看護
学科長・星直子教授より災害看護を含めた被災地対応に
ついての講義を依頼された。
また、名古屋方面の看護学研究者の集まりである東海
病院管理学研究会の今年のテーマ「東日本大震災の体験
から看護と看護管理を考える」に即して開催された研究
会にて、「災害時の避難者の実相と看護の視点」を論じ
た。前者の講義は今年度も継続して設置され２コマ担当
した。後者の研究会報告は今年度秋、同タイトルで年報
の一論文として刊行された。
また、旧友・高校時代のラグビー部メンバーで、現
在、国立市医師会の幹事についている耳鼻科医・曽爾君
より、東日本大震災の被災地および災害時要援護者の実
情について現地調査の知見を伝えて欲しいとの、嬉しい
依頼が舞い込み、同医師会での講演を行った。
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本務校の地元・川崎市とは、この数年、地域防災に関
わるいくつかの事業でご一緒していたことから、今年度
もいくつかのセミナーに協力することとなった。
一つは市民自主学級「見たい！知りたい！川崎区」
で、昨年度２０１１年度は「防災最前線を知ろう！」、今年
は「臨海部のクリーン発電」、もう一つは川崎市教育文
化会館「平和・人権学習」の「災害に強いまちづくり」
であった。
また、上述①の大学院公開講座への出講がきっかけ
で、今年度末の大和市防災講演会に登壇することが決ま
った。
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東日本大震災に関連してこの両年度に執筆した原稿を
以下にあげておく。
大矢根淳,２０１１,「地域コミュニティが鍵を握る被災者の生活
再建への道筋」『週間エコノミスト』（５／３・１０合併号）
大矢根淳,２０１１,「被災地復興の主体と条件――生活再建とコ
ミュニティづくりに向けての覚書」『季刊東北学』第２８号
大矢根淳,２０１２,「東日本大震災における集落再興――被災漁
村（牡鹿半島・小渕浜）における生業再興への一視角」
『都市社会研究』No. ４
大矢根淳,２０１２,「東日本大震災・現地調査の軌跡――生活再
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建・コミュニティ再興の災害社会学の石巻市小渕浜との出
会い（覚書）」『専修人間科学論集』第２巻第２号
大矢根淳,２０１２,「仮設住宅の実態・概念の展開～復興への連
繋を考える」『復興』第４号
大矢根淳,２０１２,「被災へのまなざしの叢生過程をめぐって
――東日本大震災に対峙する被災地復興研究の一端」『環
境社会学研究』第１８号
大矢根淳,２０１２,「地域防災活動におけるレジリエンス――川
崎市多摩区中野島町会「防災マップ」づくりの事例から」
『かながわ政策研究大学連携ジャーナル』第３号
大矢根淳,２０１２,「災害時の避難（被災）者の実相と看護の視
点――被災を『視（見）る目』・『看（診）る眼』」『東海
病院管理学研究会 年報』
大矢根淳,２０１２,「東京における『事前復興』の歴史と現在――
東日本大震災を踏まえて」『関東都市学会年報』第１４号
大矢根淳,２０１２,「社会学的災害研究における研究実践のスタ
ンス」『地域研究』Vol.１２, No. ２
大矢根淳,２０１３（予定）,「石巻の被災――復興過程・生活再建
を扱う災害社会学の視角」『東日本大震災と津波被災地の
一年――宮城県・岩手県沿岸部の事例から』（早稲田大学
震災ブックレット・シリーズ）
大矢根淳,２０１３（予定）,「‘復元＝回復力’概念で読み解くコ
ミュニティ復興の事例研究――Resilience・Social Capital
概念をめぐる一考察（序）」『Eco Forum』第２９巻
OYANE Jun,２０１２, Grassroots Reconstruction Governance
and Community Rehabilitation: Implications for the Areas
Affected by the Great East Japan Earthquake, Interna-
tional Perspectives in Victimology, Vol.６, No. ２
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◇ 浦野正樹・大矢根淳・吉川忠寛編,２００７,『復興コミュニテ
ィ論入門』弘文堂
◇ 山下祐介・菅磨志保,２００２,『震災ボランティアの社会学
――“ボランティア＝NPO”社会の可能性』ミネルヴァ書
房
◇ 山下祐介・貝沼博,２０１２,『「原発避難」論――避難の実像
からセカンドタウン、故郷再生まで』明石書店
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